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概　　　　　　　　　　要

常備消防設置に関する正式協議が開催される

常備消防設置準備会議が開催される

組合設立委員会発足

組合設立委員会において組合設立についての原案作成が完了する

組合設立について鹿児島県知事の許可を受ける

一部事務組合による常備消防設置について、加治木町から提案されたが、

時期尚早で立ち消えとなる

交通事故の増加により、加治木町、姶良町、蒲生町及び溝辺町の町長間で

常備消防設置について検討が始まる

蒲生町議会可決を最後に４町とも可決し、組合設立が正式に決定し、組合

設立許可申請を鹿児島県に提出

昭和４８年　３月　９日

昭和４８年　４月　１日

昭和４７年１２月１８日

昭和４８年　２月　１日 生命保険協会から救急車１台寄贈を受ける

消防吏員８人採用

消防無線移動局（携帯用）３局購入

水槽付消防ポンプ車（いすず・ガソリン車）１台購入し本署に配置

事務吏員女性１人採用

昭和４７年　７月１２日

昭和４７年　８月１０日

昭和４７年　９月１５日

昭和４７年　５月３１日

昭和４７年　６月２０日

蒲生分遣所庁舎完成

消防無線移動局３局増設

消防本部・消防署庁舎落成

溝辺分遣所庁舎落成

加治木町大英建設から救急車（トヨタハイエ－ス）１台の寄贈を受

ける

昭和４７年　４月１８日

昭和４７年　４月　１日 消防本部、消防署設置の政令指定を受ける

第２代消防長に下猶篤男就任

指令車購入（救急車の兼用可）

消防業務の実働を始める

消防吏員８人採用、１人加治木町から出向

仮設の本部、署１、分遣所２、消防ポンプ車３台、救急車１台にて

昭和４６年１０月　１日

昭和４７年　２月２９日

昭和４７年　３月２３日

昭和４６年　５月　１日

昭和４６年　８月１８日

加治木町役場に消防本部を置き消防吏員１人加治木町から出向

日本消防協会から救急自動車の寄贈を受ける

事務吏員１人姶良町から出向、消防吏員３２人採用

消防無線基地局１、移動局３を設置

ジ－プ型消防ポンプ自動車３台を購入

１　組合設立までのあらまし 

昭和４３年　７月

年　　　月

年　　月　　日

昭和４５年　５月

初代管理者兼初代消防長に曽木隆輝加治木町長就任

消防吏員５人採用

昭和４５年１０月

昭和４５年１１月

昭和４５年１２月

昭和４６年　１月

昭和４６年　３月

昭和４６年　４月　１日

昭和４６年　４月

２　消防本部・署の沿革（姶良郡西部消防組合消防本部）

概　　　　　　　　　　要
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第３代消防長坂元満男退任

第４代消防長に右田光男就任

消防吏員１０人採用

消防吏員９人採用

溝辺分遣所救急業務開始（救急車１台、隊員６人配置）

会計事務職員１人採用

小型ポンプ付積載車１台購入し本署に配置する

消防無線移動局・携帯局各１台購入

スーパータイヨーから救急車１台の寄贈を受け本署に配置する

消防無線移動局２局購入

水槽付消防ポンプ車１台購入し本署に配置する

消防無線基地局（蒲生・溝辺分遣所）２局増設

消防無線移動局（携帯用）４局購入

初代管理者曽木隆輝加治木町長退任

第２代管理者に東國男加治木町長就任

第２代消防長下猶篤男退任

第３代消防長に坂元満男消防長就任

日本消防協会から広報車１台寄贈を受ける

昭和６０年　５月２０日

昭和６１年　４月２８日

昭和６１年　６月　１日

鹿児島県安全運転管理協議会より優良事業所表彰を受ける

山下為美氏から救急車１台の寄贈を受け本署に配置する

消防吏員１人採用（中途退職補充）

昭和６０年　３月　１日

昭和６０年　３月１８日

昭和６０年　３月３０日

昭和５９年　２月２０日

昭和５９年１２月　６日

昭和６０年　２月２６日

消防無線携帯局３局増設し本署及び蒲生分遣所に配備する

徳重ガラス店から救急車１台の寄贈を受け蒲生分遣所に配置する

竹下喜久子氏から救急車１台の寄贈を受け本署に配置する

救助用訓練塔溝辺分遣所に設置

救助工作車１台を購入し本署に配置する

消防無線携帯局２局増設し本署に配備する

昭和５８年　８月　１日

昭和５８年１１月２９日

昭和５８年１２月２７日

昭和５７年１２月　６日

昭和５８年　１月２５日

昭和５８年　７月３１日

日本自動車工業会から救急車１台の寄贈を受け本署に配置する

水槽付消防ポンプ車１台購入し蒲生分遣所に配置する

第４代消防長右田光男退任

第５代消防長に村岡創造就任

スーパータイヨーから救急車１台の寄贈を受け本署に配置する

水槽付消防ポンプ車１台購入し溝辺分遣所に配置する

昭和５７年１０月　１日

昭和５７年１２月　３日

昭和５６年　３月２０日

昭和５６年　６月　９日

昭和５６年　７月　９日

小型ポンプ付積載車１台購入し蒲生分遣所に配置する

救助用訓練塔（７ｍ）本署に設置

消防無線携帯局１局購入し蒲生分遣所に配備する

小型ポンプ付積載車１台購入し溝辺分遣所に配置する

蒲生分遣所救急業務開始（救急車１台、隊員６人配置）

消防無線移動局２局増設し消防本部及び本署に配備する

昭和５３年１０月　１日

昭和５４年　４月１６日

昭和５６年１２月２８日

昭和４８年　６月２５日

年　　月　　日 概　　　　　　　　　　要

日本道路公団から救急車（消防無線付）２台寄贈を受ける

昭和４９年　９月　２日

昭和４９年１１月１０日

昭和４９年１２月　９日

昭和４８年１２月１８日

昭和４８年１２月２６日

昭和４９年　３月１９日

昭和５２年　７月　５日

昭和５３年　３月３１日

昭和５３年　４月　１日

昭和４９年１２月１１日

昭和４９年１２月３１日

昭和５０年　１月　１日

昭和５５年　３月　１日

昭和５５年　３月３１日

昭和５５年１１月２６日
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平成　５年　４月　１日 消防吏員５人採用（退職補充１人、新規採用４人）

平成　５年　１月２０日

平成　５年　２月　３日

平成　５年　２月２５日

平成　４年　８月２８日

平成　４年１２月２５日

鹿児島県消防相互応援協定覚書締結

組合規約第１０条関係変更届出

消防職員定数条例改正（職員定数８１人）

溝辺分遣所救助用訓練塔完成（更新）

小型ポンプ付積載車１台を更新し蒲生分遣所に配置する

日本自動車工業会から救急車１台の寄贈を受け本署に配置する

平成　４年　１月１０日

平成　４年　３月３０日

平成　４年　４月　１日

平成　３年　５月　１日

平成　３年１１月１３日

ポンプ車に配備する

本署救助用訓練塔（更新）完成

姶良郡西部消防組合創立２０周年記念式典

小型ポンプ付積載車１台を更新し溝辺分遣所に配置する

溝辺分遣所消防用ホ－ス乾燥塔完成（更新）

消防吏員1人採用（退職補充）

平成　３年　１月２２日

平成　３年　１月３１日

平成　３年　４月　１日

平成　２年　３月３１日

平成　２年　４月　１日

第７代消防長迫屋清治退任

第８代消防長に雨乞信就任

消防吏員1人採用（退職補充）

第３代管理者西野繁姶良町長退任

第４代管理者に櫟山和實姶良町長就任

消防無線移動局２局更新し蒲生分遣所及び溝辺分遣所の水槽付消防

平成　２年　２月　１日

平成　２年　３月　７日

平成　元年　３月３１日

平成　元年　４月　１日

消防無線移動局２局（10ｗ）更新し蒲生分遣所及び溝辺分遣所の小

型ポンプ付積載車に配備する

消防吏員１人採用（退職補充）

川田スミ氏からレスキューツール（救助資機材）一式寄贈を受け救

助工作車に配備する

小型ポンプ付積載車１台を購入し本署に配置する

昭和６３年　７月２０日

平成　元年　３月２３日

昭和６３年　３月　８日

昭和６３年　３月２８日

水槽付消防ポンプ車１台購入し本署に配置する

消防無線固定局１局・基地局１局予備を増設し本署に配備する

消防無線携帯局２局更新し本署及び溝辺分遣所に配備する

姶良郡西部地区防火管理者等協議会設立

消防ポンプ車１台購入し本署に配置する

蒲生分遣所救助用訓練塔及び消防用ホ－ス乾燥塔完成（更新）

昭和６２年　４月　１日

昭和６１年１２月３１日

昭和６２年　１月　１日

昭和６２年　３月３１日

第５代消防長村岡創造退任（姶良町へ転出）

第６代消防長に木場政昭就任

第６代消防長木場政昭退任

消防無線携帯局２局増設し蒲生分遣所及び溝辺分遣所に配備する

第７代消防長に迫屋清治就任

消防吏員２人採用（退職補充）

昭和６１年　７月１８日

昭和６１年１２月　９日

昭和６１年１２月１５日

年　　月　　日 概　　　　　　　　　　要

姶良郡西部地区危険物安全協会設立

第２代管理者東國男加治木町長退任

第３代管理者に西野繁姶良町長就任
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消防無線基地局１局、移動局３局、携帯局４局購入し吉田分遣所に

配備する

吉田分遣所落成式典

救急車１台を更新し蒲生分遣所に配置する

吉田分遣所消防業務開始（消防吏員１８人配置）

本署消防用ホ－ス乾燥塔完成（更新）

第４代管理者櫟山和實姶良町長再任

吉田分遣所ロープ渡過施設完成

消防職員定数条例改正（職員定数１０７人）

鹿児島郡吉田町の消防組合加入に関する協議書覚書調印

消防無線移動局２局更新し本署に配備する

広報車１台更新し消防本部総務課に配置する

鹿児島県知事から消防組合規約変更許可（鹿児島郡吉田町の消防組

合加入）

消防吏員２４人採用（鹿児島郡吉田町加入による増員２０人、条例

平成　９年１１月１９日

平成１０年　３月２３日

平成１０年　３月２７日

平成　９年　４月　１日 第９代消防長に猶木龍美就任

消防吏員１２人採用（退職補充１人、条例改正による増員１１人）

消防吏員１人中途退職

水槽付消防ポンプ自動車１台を更新し溝辺分遣所に配置する

小型ポンプ付積載車１台を購入し姶良分遣所に配置する

消防無線携帯局３局更新し本署２局及び溝辺分遣所１局配置する

平成　８年１１月２５日

平成　９年　３月３１日

平成　８年　４月　１日

平成　８年　８月　５日

平成　８年　８月　８日

消防吏員２人採用（退職補充２人）

消防職員定数条例改正（職員定数１１８人）

消防無線携帯局３局更新し本署２局及び蒲生分遣所１局配置する

水槽付消防ポンプ自動車１台を更新し蒲生分遣所に配置する

消防無線基地局１局更新し本署に配置する

第８代消防長雨乞信退任

平成　７年　８月　８日

平成　７年１２月２２日

平成　８年　２月　６日

平成　７年　４月　１日

平成　７年　６月２２日

平成　７年　７月１７日

消防吏員３人採用（退職補充１人、条例改正による増員２人）

小型動力ポンプ１台を更新し溝辺分遣所に配置する

救急車１台、消防無線移動局１局更新し溝辺分遣所に配置する

消防無線携帯局２局更新し本署及び蒲生分遣所に配置する

消防無線基地局１局更新し蒲生分遣所に配置する

消防無線基地局１局更新し溝辺分遣所に配置する

平成　６年１２月２６日

平成　７年　１月２７日

平成　７年　３月２９日

平成　６年　９月３０日

平成　６年１０月　１日

平成　６年　３月１８日

平成　６年　４月　１日

平成　５年１０月１８日

平成　５年１０月２５日

平成　６年　３月　１日

平成　６年　９月２９日

改正による増員４人）

水槽付消防ポンプ車１台、小型ポンプ付積載車１台、救急車１台、

平成　５年　８月２３日

平成　５年　９月　７日

平成　５年　５月２６日

平成　５年　６月　５日

年　　月　　日

消防無線移動局２局更新し蒲生分遣所及び溝辺分遣所に配備する

概　　　　　　　　　　要

鹿児島郡吉田町から消防組合加入の要望書が提出される

日本消防協会から指令車１台の寄贈を受け消防本部警防課に配置す

る

消防組合臨時議会（鹿児島郡吉田町の消防組合加入について議決）
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概　　　　　　　　　　要

消防無線設備を姶良分遣所に配備する（受信機１台、携帯局２局）

平成１８年　３月　５日

平成１７年１０月１９日

平成１７年１１月　７日

消防緊急通信指令施設で携帯電話１１９番直接受信開始

姶良郡溝辺町が消防組合を脱退し国分市、隼人町、牧園町、霧島町

横川町及び福山町と合併し霧島市となる（消防吏員１４人霧島市へ

転出）

第５代管理者福元久夫姶良町長急逝

平成１８年　３月１７日

平成１８年　５月　８日

平成１８年　７月２８日

高規格対応型救急車１台を更新し蒲生分遣所に配置する

第６代管理者に厚地和幸蒲生町長就任

査察車１台を更新し消防本部予防課に配置する

平成１７年　４月　１日

平成１７年　８月１９日

平成１７年　３月２５日

平成１５年　４月　１日

平成１６年　９月３０日

平成１６年１１月　１日

平成１７年　３月３１日

消防吏員２人採用（退職補充２人）

消防吏員１人中途退職

鹿児島郡吉田町が消防組合を脱退し鹿児島市と合併（消防吏員１０

人鹿児島市へ転出）

資機材搬送車１台購入し中央消防署に配置する

第１０代消防長森田峯一退任

第１１代消防長に垂内猛志就任

集団災害用エア－テント購入し中央消防署に配置する

平成１４年１１月１８日

平成１４年１２月３１日

平成１３年　８月１６日

平成１４年　４月　１日

置する

加治木ライオンズクラブから消防用ホ－ス５本寄贈を受ける

溝辺分遣所新築移転し消防業務を開始

消防吏員３人採用（退職補充３人）

小型ポンプ付積載車１台を更新し溝辺分遣所に配置する

消防吏員１人中途退職

平成１３年　４月　１日

平成１３年　７月１９日

平成１２年１０月３０日

平成１３年　２月１５日

平成１３年　２月１６日

訓練指導車１台を更新し消防本部警防課に配置する

水槽付消防ポンプ自動車１台を更新し中央消防署に配置する

高規格救急車を１台購入し中央消防署に配置する

救急救命士による高規格救急車運用開始

蒲生分遣所新築移転し消防業務を開始

救助工作車１台、小型ポンプ付積載車１台を更新し中央消防署に配

平成１１年１１月１６日

平成１２年　３月３１日

平成１２年　４月　１日

平成１１年　３月３０日

平成１１年　４月　１日

平成１１年１１月１５日

日本消防協会から救急車１台寄贈を受け姶良分遣所に配置する

消防緊急通信指令施設運用開始

水槽付消防ポンプ自動車１台を更新し姶良分遣所に配置する

水槽付消防ポンプ自動車１台を更新し中央消防署に配置する

第９代消防長猶木龍美退任

第１０代消防長に森田峯一就任

平成１０年１０月１３日

平成１１年　１月２２日

平成１１年　１月２９日

平成１０年　４月　１日 姶良分遣所消防業務開始（消防吏員１８人配置）

消防吏員３人採用（退職補充３人）

救急車１台を更新し中央消防署に配置する

第４代管理者櫟山和實姶良町長退任

第５代管理者に福元久夫姶良町長就任

年　　月　　日
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姶良郡西部消防組合解散

（加治木町、姶良町及び蒲生町の合併に伴い解散）

概　　　　　　　　　　要

第１１代消防長垂内猛志退任（姶良町へ転出）

第１２代消防長に池山史郎就任

指揮車１台更新し中央消防署に配置する

消防吏員３人採用（退職補充３人）

消防吏員３人採用（退職補充３人）

第１２代消防長池山史郎退任（姶良町へ転出）

第１３代消防長に宮原千年就任

消防吏員１人中途退職

高規格救急自動車１台更新し姶良分遣所に配置する

平成１８年１０月２４日

平成１９年　４月　１日

平成１９年　９月３０日

小型ポンプ付積載車１台を更新し蒲生分遣所に配置する

消防吏員３人採用（退職補充３人）

消防吏員１人中途退職

年　　月　　日

平成２１年　９月３０日

平成２１年１０月　１日

平成２１年１２月３１日

平成２２年　１月１５日

平成２２年　３月２２日

平成１９年１０月３１日

平成１９年１１月　１日

平成１９年１２月２０日

平成２０年　４月　１日

平成２１年　４月　１日
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自 昭 和 46 年 4 月 1 日 自 昭和 47 年 4 月 1 日 自 昭 和 50 年 1 月 1 日 自 昭和 53 年 4 月 1 日
～ ～ ～ ～

至 昭和47年 3月 31日 至 昭和49年12月31日 至 昭和53年 3月 31日 至 昭和 58年 7月 31日

自 昭 和 58 年 8 月 1 日 自 昭和 62 年 1 月 1 日 自 昭 和 62 年 4 月 1 日 自 平 成 2 年 4 月 1 日
～ ～ ～ ～

至 昭和61年12月31日 至 昭和62年 3月 31日 至 平 成 2 年 3 月 31 日 至 平成 9 年 3 月 31 日

自 平 成 9 年 4 月 1 日 自 平成 12 年 4 月 1 日 自 平成 17 年 4 月 1 日 自 平成 19年 11月 1日
～ ～ ～ ～

至 平成12年 3月 31日 至 平成17年 3月 31日 至 平成19年10月31日 至 平成 21年 9月 30日

９ 代 猶 木 龍 美 10 代 森 田 峯 一 11 代 垂 内 猛 志 12 代 池 山 史 郎

５ 代 村 岡 創 造 ６ 代 木 場 政 昭 ７ 代 迫 屋 清 治 ８ 代 雨 乞 信

初 代 曽 木 隆 輝 ２ 代 下 猶 篤 男 ３ 代 坂 元 満 男 ４ 代 右 田 光 男

３　歴代消防長（姶良郡西部消防組合消防本部）
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